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　　　　§1．まえがき
　　　　台風15号によって転覆した洞爺丸の事件を機として

　　　気象災害への関心がいちじるしく高まった．し力魯し，そ

　　　れが非常にゆがめられた形であらわれていることに注意

　　　しなければならない．たとえば海底トソネルをほれとい

　　　ろ議論や北方定点を設置せよという主張としであらわれ

　　　ている（1・が，これははな．はだ奇妙なことといわなければ

　　　ならない・なるほど海底トソネルをほれば鉄道蓮絡船の

　　　転覆はおこらないであろう．しかし，まさか魚をとるに

　　　海底トソネルを利用するわけにはゆくまい．

　　　　我々はもっと地道に気象災害の科学的研究を進め，そ

　　　の基礎の上に立って，防災対策を進めてゆかなければな

　　　らないのである．　　　　　　　　・

　　　　ところが，従来気象災害の研究は断片的に若干なされ

　　　てきたとはいえ，確乎たる方法論をもたなカ・ったために

　　　一っの体系として組立てられ，発展することができなか

　　　ったf・こ；に・我々が気象災害の問題と方法を提起して

　　　御批判をえたいと考える所以がある．

　　　　§2・古代人の災喜思想

　　　　元来「災」とは天火をいうものであることは例えば左

　　　傳宣公十六年の頃にf天火日災」とあるによっても明ら

　　　かである．それなればこそ，火をかいて示すのである．

　　　しカ・し，災の古代文字（古文）はぐ〈ぐであり，これはくくく

　　　すなわち川のながれを一をもってせきとめることを表

　　　わしたものである・（2）つまり川塞れば水氾濫して災やく

　　　を起す．してみると古代中国でほいかに洪水をおそれた

　　　かを知ることができる．この点で興昧があるのはエジプ

　　　トの象形文字で，わざわいを表わすに蛇の頭をもってし

　　　　　　　　〆
　　　．（1）むちろん我々は海底トンネルをほることにも北方

　　　　　　定点設榿に反対するものでもない。否，これらは

　　　　　　最も重要な対策の一づであることは確かセある。

　　　　　　しかし，海底トン．ネルがなくても，北方定点がな

…　　　　　くても，少くも今回の災害は避けえたことを信ず

　　　　　　るカ〉らである．

　　　（2）《〈説文・害人，杁一謹馴，叉災，突，裁樋ズ
　　　　　　とある．
　　　　　　　　　■
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たことである・これは蛇をおそれたことによ勲も勲△

ない力物るいは蛇とは川の象徴であった旙知れ劇ドyl
　　我国の紳話で有名なヤマタ，のオロチの傳読もヒノ菊ゾ・△

　（今の斐伊川）一の洪水を象徴したものといろ説がある．

　なお斐伊川の上流には皐質の砂鉄を産し，その採集のた・、．，

　め土砂の流失力1はげし’く，川床が高く，山陰では有数め隙誓

　洪水地域となっていたのである．　　　　　　 　　　　　プ、

’災害を表わすこと即はいろいろあるぽず災害そ㊨，惑

　ものについては左傳成公十内年の頃に「足以紳降之薦，．・↑3

時無災割とあるr叉・災醐・災患・災厄・災映等の尊・◇，：

と齢ある・次に・膿灘風雷・漱来噸煩、☆
　ど天然におこるわざわいを天災，地震，つな遜，洪水なi☆

　ど地上におこる異変を地異といい，両者をあわせて天災、1』

地異といい，あるいは簡約して災異ともいう．『最妊諸地・・、1、裳

．方で災異誰がつくられているのはここからでていξ．．向碁馨

種のことばには天災地変，ちじめて天変というーことばも。毘1

あり・ロ他方天変獣上隅こる変動の意に使って・風▽1

’雷，日蝕，彗星等をあらわすこともある．

　　さて古代人はまず災害は紳のなすところと考えた．・わロ』恥

　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　ザ
が国で「わざわい」というがこれは紳為を活用レたもの、

といわれる．叉，漢書，章帝紀に「災異者天地之戒也∫・’蟻

といちはこれである・しかも・のちになりて人民の恨が一．鳶

災害を生ずるという考えが生れてきたことは注目に値す ∴」1

る．たとえば，源李盛菱記四，山王垂跡事の章に「人恨

ミ神怒レバ災害必ズ成ルトイヘリ」とあり，叉，太亭記三

一
十 五，北野通夜物語事の章に「百姓ヲ虐グレバ民ノ憂天　　、

二昇リテ災変ヲナス，・災変程レベ国土乱ル」旧とあ右力、ミ・

ごときこれである・、しかし・災害によ？ても？とも鰭識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ　　執㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　紬　 　　　ロ　　　　、㌧　、。　‘オ、哩，1、．叡叔，所．・聡．ゴ紘議必こ，
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　本にお」ける災害頻度の百分，

　率・第3位を占める飢鰍ば．

　今日ではなくなった．それ』
　は旱魑や凶冷がなくなづた・

ためではなく，肚會経済⑳昌
　改善1のためであるよ1“〔ノ∫・鹿

　島果氏の結果か、ら作図〕
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　　’の災害，1026コの原因別頻度百分率のヒス

　　トグラム（渡辺）

を受げるのは百姓，人民であるカ・らちょっと考え

ると奇妙であるが，この事実は当時の瀧会状勢の
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第5図1．窪気象の事典所載の気象災害年表

　（1902’》1953）の災害125コの原因別
　頻度百分率の一ヒストグラム（渡辺）

　　分析に重要な示唆を与えるものとい5べきである．災害

　　　を中心として歴史を分析弍ることも殆どなされていない

　　　のであって，最近っくられつつある災異誌を一つの資料

　　　として災害社会史を建設することが一つの間題となる・

一”　　災害を紳のせいとするような迷信は今日でもまったく

　　　なくなったわげではない．たとえば読売新聞（昭29，

　　　の，24）の傳えるところによると，羽田飛行場の滑走路

固・　3中に穫荷の鳥居が立っており，これは終職後一度は米

　　　軍によっ宅撤去されたが，いろいろと怪談が生れ，遽に

　　　事故がおこるに至って再建することになったとい5．

　　　　それはともかくとして，古い時代でも有識者は災害を

　　　以て天の怒りと’する考えはとらなかった．たとえば佐藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　信淵は「雍の時十二年吻洪水あり，萬の世には八年の早

　　　魑ありて，穀類不熟なること久く継ぎたりと錐ども，天

　　　下に飢民の無かりしこと衆人の皆知る所なり」（3）といい，

　　　叉「夫れ天災流行は聖世と雛も無しと云ふべからず」（4）と

、．　　（3）佐藤信淵：垂統秘録　改造文庫本P・26
　　　（4）佐藤信淵：混同秘策　改造文庫本P・79
・　　（5）内山　練：「事故災害統計」統計学辞典　　759～
　　．　　　761．東洋経新済報肚（昭26年）
　　　（6）宮本武之輔：災害読本1．山海堂（昭和13年）
　　　・（7））たとえぱ「災害救助法」（昭和22年）には非常
　　　　　　災害という用語はあるが，説明はない．
　　　（8）もつとも大正14年12月農林省訓令のように程度を

　　　　　　大まかにきめたものもある．すなわち，被害の程
　　　　　　度がその地方の農作物の被害として注親に値する
　　　　　　もので被害面積1町歩以上にわたるものを報告さ

　　　　　　せた．
　　　（9）昭和29年春の水害のさ）・，閣僚のでているある地
　　　　　　方は多額の補助金をえて戸毎に分配，貯金してい
　　　　　　たという例があり，又昭和28年にも補助金をうる
　　　　　　ために橋をわざとこわしたという例がある．報告

　　　　　　の不正確を察するに足るであろう．
　　　（10）昭和29年9月3日東京都荒川区尾久のアバートが
　　　　　　崩壊し5名の負傷者をだした．これは大正12年建
　　　　　　築され，4年も前から危険な状態にあった．それ
　　　　　　が9月2日の多雨と小地震によつて崩壊したので
　　　　　　ある．これは確かに経常災害に入るが，しかし大
　　　　　　地震の際には当然非常災害として認められるであ
　　　　　　ろう．’

2

述べている．’それではど

のよろな対策がとれらた

か，それが間題である．

そとには大別して二つの

施策がとられた．一つは

救荒植物を栽培すること

であり，今一つは食物を

貯えさせることであっ

た．そこには災害にのぞ

んで前もって対策をとる

といろことがなかったの．

である．災害後の対策で

あって，防災の積極的な

施設はなかった．いわば

洪水はあったが，台風は

なかったのである．このことは気象災害の本質的な」つ

の問題を提供するものである．すなわち，気象災害の多

くはそれが予想され，事前対策をとりうるに至ったξい

う点で特に重要な意味をもつのである・

　§5。気象災害とは：何か

気象災害とは何か？　これは研究を進めるに当ってま

ず規定しなければならない問題であるが，他方，また研

究が進んで初めて気象災害の何たるかを知ることができ

るのである．従って，ここに述べることは第一近似的意

味をもつに過ぎない．

　さて，災害と事故の区別は明瞭でない，災害は「主と

して天災地変など地球物理学的な力によって生ずる」（5）

となすもの，「異常なる自然現象による」（6）となすなど，

定性的には大差はないが，定量的に蝿定することばはな

はだ困難である．法規の多くは災害に関しては何等の定

義も与えず，実地瞼査によって認定するという立場をと

っているのはこのためである．（7）（8）しかし，これは災喜

の定量的規定が「原理的」に不可能であることを意昧し

ない．ここに最も重要な問題の一つがある．

　’元来，災害の定量的規定の困難さはその災害機構の複

難であるといろ内部的函難と，災害の過大の見積りによ

って多額の補助費を得ようとする外部的・政治的事情か

らくる困難とに分げることができる・（9）後者は比較的政

治に独立した調査機関が当ることによって解決される．

たとえば中央気象台がもし災害調、査機構をもつならば間

題の一牛は解決されるのである．しかし前者は災害の科

学的，特に解析的，研究によってのみ解決するこ≧がで

きるであろう．その際中心となる一つの間題は非常災害

と経常災害の分離である．すなわち，建物やその他は日

常おこる弱い地震や風圧，水圧，土圧等に対して十分で、

あるように作られている筈であり，．これを常に修理維持

していることが必要である．工事が正しくなかった例

修理を怠ったりしたために生じた災害は経常災害ξいわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　”天気1㌧一・、¢，β
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　183　　　1』斗

れ，関東大震災のように臼常の修繕ではふせぎえないも

のは非常災害といわれる．しかし両者の判別は一般に困

難である・（10）この種の問題はあらゆる面に存在する，た

　とえば気象研究所荒井康（11）の研究によれば，雨量が同じ

でも，九州では災害が少く，東北で多いのである．これ

は災害への適応性ができてし）ることを意昧すお．あるい｝

は叉，大洪水があった機会に徹底的な工事をすることに

よって，数年間は災害からまぬがれることはしばしばみ

るところである』（12）

　これらの問題は要するに災害をおこす力と，それに抵

抗する防禦力の関係をしらべることにあたる．そして，

災害を起す力の方は大まかな傾向たとえばプルックナー・

週期があるとはいえ，ほぼat　randomにしかも適当な

間隔をもってやってくる．（13）それに対して防禦力の方は

　「適度の」工事と，その施設の維持工事と，あるいは時

聞的に摩損することによる施設の弱体化といったことが

らを考慮して最も「合理的」な方法を、とるよろにされな

ければならない．数百年に1度しかこない災害のために

莫大な労力を費5ことは一・般に合理的ではあるまい．し

かし・ここに「合理的」とは何か？　ということで種々

の立場が生れる．徳川時代，幕府直轄の領地すなわち天

領の側の堤防は対岸の堤防よりも高ぐすることに定めら

一れていたのである・この「不合理」も所誰は封権制度を

維持する最も「合理的」な方法であったことに注意する

がよい．ここに災害経済学が要求されるのである．

　　「気象現象が原因で起こる災害が気象災害である」と

いらのには異論はない．しかし，「気象現象が原因」とい

うことの具体的な記述が必要である．「土くずれの多くは

長雨や融雪などのあとにおこる．しかし，それよりも地

質がより大きな因子である」とい弓のと洞爺丸の転覆事

件は甚だしい風圧によるものである．しかし，それより

　（11）荒井　康：豪雨による被害について，天気112
　　　～13（昭29）
　（12）たとえぱ利根川と渡良瀬川と谷田川の交叉してい

　　　る三角洲に川辺村があり，天明以来明治43年まで
　　　80回の大洪水にみまわれたが同年大工事の結果昭
　　　和22年まで約40年の問1回の洪水もおこさなかつ、

　　　た・しかし，その1回ゆ洪水のため再び天明のむ
　　　かしに帰つたのである．
　（13）寺田（寅彦）博士も指摘されたように災害を与える

　　　作用がひっきりなしに起篤ものなら非常災害は存『
　　　在しない・すべて経常災害となるであろう．「適当
　　　な」間隔，これが災害の本質的性格の一つである．

（14）一応の分類統計は，日本火災学会：日本の風水害
　　　とその危険度，にのらている高橋（浩）の労作にみ

　　　ることができる．
（15）江戸時代の中期，洪水によつて田畑炉荒廃すると

　　　同時に，荒廃した宅地が田畑に開墾された例が多
　　　い・いわゆる新田（しんでん）の一形式である．
（16）徳川時代の天災についての簡単な記述は中央気象

　　　台職員組合：「冷害は避けられないか」31～33（昭
　　　29年）を参照されたい．
（17）台風の来襲が予報されると株相場が活発になるこ

　　　とはその問接の影響をみるに足る．

1954年．・エ1　月

も人をのせて出港したことに大きな因子がある」といろ．、

ことには災害とい5面からすれば本質的なちがいはない．

であろう．これらの事情は気象災害の研究の方針に大き1虞

な裡を与えるものである・すなわち・本来1ま気象災毅

の研究というべきものはなく・災害の気象的条件の研究ジ

　　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　第6図冷害や旱魑．，繍
　　　　　　　　　　　　　　　　．には地域性があるξ難
　　　　　　　　　　　　　　　　’　冷害のはなはだレ去罎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　い地域、（黒）うけ1｝麟嚢
　　　　　　　　　　饗．　　　　　易しい地域（黒点躯灘『
　　　　　　　　　．解　　　　　　；旱害のはなはだ譲。
　　　　　　　　　　●●：謡、　　　　　しい（地域縦線）と幸麩

夢
　　　　　　　　　　　　　　　　。　うけ易い地域（横i，薔

　　欝§諺　・．　　線）を示す・－一』1藩……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じじ　　　　　　ゴ　レ　ざ　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ　ドヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヨニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら さ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とい弓べきである．いわばいわゆる気象災害の研寵はそ，鐵

の否定によってはじめて生きるのである．　　　　1’、・．鰯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　§4・気象災審の分類の基準　　　　　　．．　ノ　，・．吸磯．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　すマあ

気象災害の何たるかを外から規定すること蘭醜麟鞭

いてこころみた・次には内謝る規定力泌要で妬瀬

これは気象災害の分類をこころみることに外ならない．・．、ぎ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　
灘欝灘繋も糞側からの昏のと・糖1，1．

　まず前者の立場からすると，形式的には，人と土地激灘

地上につくら纏ものに弼けること力弐できよろぺ馬嚇

の災害によってどのよ強人がどのよ独災害を受牡懸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤一
齢．趨ぎ篇際鵡灘諜鰹ゴ？差1讐

鰯

影翫会に与えたか，が問題である．土地を特画1覇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だしたことに対し異論が多いか蜘れない・しか，し西膿
地が人と物の麟であることに注目するならばこれ曜繍

要な因子であることを知るであろろ．特に土地の所右権麟、

鰯鞭なかっ傾にこのごと腫要である・（・5）㌻「糠’

養和の飢鰍稼滅亡餌因をなし，天萌の飢齢癖繍

川幕府瓦解の前ぶれであった夕（16）何時の時代でも天変地騰観

與購の政融ゆさぶったのである・それで断の職囎

の影響はどのよろにして瀧会に影響を与えるか．これ俵講懸

いわば災害伝捲の法則を追求することである．これが4、購，

つの間題である⑭実醸舗播の間題はひとり災警の1鱗

肚会的関連において起るだげではない．災害自体の中に，lt』、難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘン　ひ
も有することに注意を要する・震災にあたって1一ρめ’』黛

橋の破騨斯の人磯死させる可能性がある．そ縫』瀦1

一つり橋の破壌と数千の死者とならべて記述するといろ痙蕊，・

やり方では災害の本質をつかむ；とができない・その橋△

がこわれなかったときにどれだげの死者が起りえたかを1一濃

推定することができないならばまだ災害の様相を明確に．

ざ獣といろことはできないであ茄・（1δ）・　㌧講

雨灘驚轟堺離磨を霧。鱗
に立たない・材料の選択の基準醐確でなげれば分類者，畷

によってまったく異った結果が起りうるのである．たと獄葎
　　　　　　　　　　　　　　　　　滋』姦漣
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　えば中央気象台編「日本気象災害年表」には1900～1947

’
年

にわたる期聞の災害が集録されているが原因別にみる

　1と，最高が台風の14．7％，亥が雷雨の13．8％，ついで

　大陸旋風が12．7％，火災が11．3％の順になっている・

　しかし，台風旋風，雷雨等と併列して不蓮続線，寒冷

　前腺，早手，豪雨といった項目をあげるのは明らかに適

　当でない．叉，和達清夫監修r気象の事典」には1902～

　1953年の気象災害年表が載って、・るが，これによると最

　高はおなじく台風であるが，数値的には34・3％で約2

　倍牛，第2位は大火で14．5％となっている．さらにい

　ちじるしいことは前者では第2位で13．8％を占めた雷

　雨がここでは0．2％で最低位にある分だ．これはいずれ

　がまちがいとい5性質のものではない．要は資料集牧の

　基準を明示していないだげのことである．否，明示でき

　ないところに分類の困難があるというべきである．

　　筆者はこれに対し，一つの方法を提案したいと思う．

　それは気象災害の分類をもっと基本的な因子の組合せに

　おいて行おうとするものである．すなわち，たとえば建

　築物が風圧，土圧その他によって破壌されることは建築

　学者にまかせるとして，それらの破壌力がどのよろ’な組

　、合せにおいて，台風においておこり，雷雨において起り・

　龍程において起っているかを理解しよろとするのであ

　二る．しかし，これではまだ異質的な災害を地較すること

　ができない．それに対してはその異質的のものを災害と

　　してとりあげる原因，つまり災害高をもってするのがよ

　いであろ弓．（19）一それでは災害高をいかにして算定する

　か．異った地域，異った時刻におげる災害高の比較は甚

　だ困難である．これは災害経済学の中心的間題の一つと

　　なるのである．

　　§5．災害要棄と気象

　　前節では災害を分類ずるにはなるべく，基本的な因子

　．において考えるべきことを提案した．それは気象災害の

　体系をくずしていわば破壌と被害の学に解清することで

　　ある．次にはそれを再編成して気象と結びつげることが

…　気象災実学の一つの仕事であることを注意したい．「家

’　がこわれるのはカKかくの状態において起る．某台嵐は

　　かくのごとき構造をもっていた．従ってかよろにして災

　　害が起ったのである』もし，このよ弓な対策をとってい

　　れば，この程度にくいとめえた筈である」という結論と

　　それにもとずく対策の改善が行われなげればならない・

　　あるいは「某台風はかくのごとき構造をもって・某地域

　　を通る見込である．某地域は災害に対してかくかくの抵

　　抗力をもつ，従ってかくの如き手段をとれば。この程度

　　に炎害を押えることができるであろう」と予想すること

（18）この点で火災による避難についてはかなりの研究

　　が進んでいる．
（19）やNくわしくは筆者の次ゐ小論を参照されたい・

　　『渡辺次雄：気象災害統計の二三の問題，気象と統

　　計4No．5ん614－6（昭2♀年）

4

ができなければならない．それにはど5したらよいカ’・

　ここで我々は再び気象現象に戻らなければならない．

たとえば台風の気圧酉已置，温度分布のモデルがつくられ，

ているよろに，災害分布のモデルをつくることが必要で

ある．しかし，ここで問悪となるのは土地に起伏あり，

人口は都市に集中し，田園においても一檬に分布してい

ないといろ事実である．台風の構造は対称であっても被

害は決して対称に起らない．雨は一様にふっても川の糟

水は…つの線上で起り，洪水はその周辺で』し々もかな

り偶然的な作用によ・）て堤防が欠壌するのである・この

地理的制約をいかにして克服するか，これははなはだ困一

難な問題である．この一つの方法はまず災害め地理性を・

しらべることであろろ．地理異なれば文化地物がごとな

るとい5のが地理学のテーマなら，ここに災実地理学が

要請されるであろう．そしてその結果は直ちにたとえば

台風の災害モデルの完成に→歩前進せしめるのである．

災害地理は》かにして研究されなければならないか・

　日本の三大悪風といわれるも㊨に，山・形県の清川ダシ・

広島県の広戸風，愛媛県のヤマジがある．これらはいず

れも局所的な彊風でしばしばはなはガしい被害を与え

る．しかし，その気象学的原因に至ってはほとんどわか

っていない．そ’れは十分調密な観測網をもたないこと

と，この種の局地気象を扱う気象学的方法をもたないと

いろ点にあるのである．’同じことは災害地理学の問題に

おいても起るであろ弓．そし七，この間題は全く第一歩

からはじめられなげればならない．すなわち，研究に必

要な十分の資料の集牧である．理論的な検討や，大規模

なシノプテックな解析などは必要でない．必要なりはま

ず現象の正確な把握である．しかし，これは到底僅かの

学者の努力ではなしえない．ど弓し宅も大勢の共同観測

を絶対必要とするのである．局地気象や災害の局地性の

研究はこの問題を解決しないで1ま前進することができな

いであろう．

　局地気象にくらべて災害の局地性の研究がより困難で

ある一つの理由は多くの場合事前に計画することができ

ないという点にある．すなわち災害が起ってから資料を

集めるとい弓ことになるからである，この困難は將来ロ

ボットの進歩によって超えることができるであろう．

　§6．気象災害統計の一問題

　前節および前々節において気象災害を分析綜合する方

法を提案した』本節では気象災害の具体的な内容を例示

’
し

たい．たとえば風によって起る災害事故をとりあげて

みよ5．

　風の作用は大別して二つある．一つはその風圧で・今

一っは物を運搬する作用である・それではまず風年はど

のよ5に事故災害を起すであろろか，なるべく最近のも

のをあげる．

　○〔家屋の倒壊例〕昭和29，9，26・午後1時牛台風

”天気’ぜ，、1．・マ；
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　　第7図　日本におけう大火発生回数の永年変化
　　　〔金原博士〕この変化がどうしておこったかジ

　　　ζれは災害統計学の重要な間題である．

15号が荒れ狂って）・たころ，束京都新宿区淀橋336淀橋

ストアの三隣桓ある某探偵肚事務所の屋根と壁が中身を

残してタコの様に舞い上り，約15メ・一トル北にとんで

3000ボルトの高圧線にひっかかり電線をズタズタにして

同町532，00氏方へおちた．

、O〔樹木の倒れた例〕昭29，9，26．朝．京都府北部

の宮津湾は台風15号kよる風速30mに達し夕名勝天

の橋立のマッはほとん、ど倒れ日本三景の一に数えられた

当地はこの美観を全く失つた．

　○〔小船舶の転覆〕昭29，4，8，牛前5時ごろ蓮輪省

の引船第四士蓮丸（471トン）は給水船3隻を引航中海

上で突風のため，その一隻金江号（319トン）が転覆，

乗員13名の中7名は行方不明となった．

　O〔汽車の転覆〕昭．9，9，2工．室戸台風の際東海道

本線，草津，石山問の瀬田川橋梁上で東京発下関行急行

族客列車が客車11両中9両が転覆，死者11名，負傷者

95名をだし，線路開通に’82時問を要した．

　○〔張風のためシヨrトして出火）昭29，8，19．台

風5号の通過の際，東京都内では23件の出火があった．

これは引込線や屋外線が風のためシヨートしてもえだし

たもの．等々

　この種のものはまだ多い．それらを集牧して統計をと

るならば風圧による事故と災害の大体の屯よろを知るこ

とができる筈である．

　次に厨の蓮搬作用による例をあげよ5．

　O〔塩害〕昭和28年関西で台風時，工揚からでる煙

の中の硫酸と碍子についた塩と化合して石膏ができ，そ

れが濃霧のときベタベタになつて絶縁不良となって漏電

を起した．

○〔飛石〕昭29，9，7，’台風13号上陸地点の宮崎県編

島町では朝から20メートル以上の風が吹き屋根ガワラ，

戸板がとび大被害を与えた．

　○〔飛砂による交通停止〕昭8，11．晶川駅構内転轍

器に微粒の砂利が飛’び来り分岐器転換用のモ」ターの機

能を失い電車は停車した．

　O〔強風による大火〕昭29，9，26．午後9時ごろ北

海道岩内町で出火したものが台風15号による40メー

ユ954　年　コユ　月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　185』燦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当　＿一、一一

トルの突風にあおられ3000戸と漁船150隻が焼失：，死　．蘇

者行方不明百数＋名をだした．出火の原因は張風のため・，」一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．還
家が傾斜し，屋外に退避する際の来の不始末であつ』た・密

　O〔ガス中毒〕昭29・．6・4・朝ユ0時1ごろ江戸川区松。堪．

江中学校では授業中の生徒10人が隣接する工場かわで誌叢．，．

る一酸化炭素ガスのため中毒した．都で調査，風向き次一舜胃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第で退避を考慮．　　　　　　　　　　　　　　　　　、管、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ・　一1訂黙
　この種のものを集牧して，’その具体的内容をしらべあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロなロるいは分類統計することは極めて重要である・同じ種類鷺鐵

のことは降雨，降雪ジ気温変化等あらゆる要素につヤ・気懸鑛

調べられなければなら寵たとえ臨温の上昇濃礒難

物に関係があるばカ』りでなく・感電事故が脚し・労磯

災害が壌加し，傳染病を流行さ母，あるいほ子供の水死が鷲

ふ嵐アメリカで瞬こなると冷繭の中で子供嫉講

ぬのが軸する・迩くれんぼするの1こ冷騨卿に穆螺
て内肪戸勧めると励なくなって凍死する媛と噸慧
う・こ弓した各事項とその関潜統計糊こ繍る灘

とが気象災害統計の一つの重要な問題となるマあろ弓峡、鷺麟

台風の際には交通機関がへるという点で災害を減らず1灘i

が・出動しているもの剛して畷害の鱗隙な聯磯
大き松る．従っ禅に交通災害という点力らみて確慧

風の鱗ある備その予想と嫉な関蓮をもつめ碑縷

る．同種のことは東京のよろな降雪の夕いところそ爆＞霧

があった際に購間的に特聯変イヒ歯る・す嫉講

ち，大雪になってしまえば交通量は減じ事故は減るがギ講鐡

その後交通が回復するにつれて事故が増加し，その後磯馨幾，

雪が減るに従って再び減少する．この種の分析が重要燐，，1、灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨボ　　　ダデ統計的間題となるので昂る．　　，．　　　，，・・．・紹藩嚢

　§7．・気象現象は災蜜を起すだけではない

ここに臆すべきこと臨象現象畷害雄すだ瞳ぎ，灘

はないとい弓ことである・、夏期台風が日本付近にすな晴償．・

れば渇水になる．室梅雨では稻作にこまる．従って簡題講

は気象現象にあるのではなくてレい力忙してその梅蟹灘

残したままで災害をなくすかとい弓ことにかかってく擬癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．灘i・
る・その点でも気象災害の研究ば民生気象の1部≧し宅．聾縫

意嚇ある・単に災害をなくしたために禾0釜とする鯉纏

失った例も少くないからである・次にその1例と岬貧灘

和29年の長梅雨についてその両面を読売新聞にみる鎮・群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃、轟・
とにしよ弓・　　’　　　一ご、☆囎
　Oことしの梅雨勘定書（読売昭29，7，24）‘　　　『蓋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・二欝鷲．
　ε石炭代4億円浮く，電力会社」ゴ「電力会杜”’通塵省旗灘

公鱒報襯べによると弓榊の姻河川彌力傑、鞍、
水（11年間を卒均したもの）にくらべて約2割も多くヂ、一羅

7月は上旬が2割．中郁1割7分多か舜，．ヒ戯媒灘

の消費量は昨年の303，100トンFこ較べて今年の6諏1キ1，灘

22亀555トン・これで浮v・た石炭の量をま約8万トン・』金講

額にして4億8千万円ホどもうかって》・る一・これは朋ζ灘

だけで7恥’、胸沖旬とも動だからメソ、嘆勉働

　　　　　　　　　／　　。，「、　　．． ．、「、へ，」i』蒋了濡盛誌
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　　円近い金額がすでに俘いている勘定……

　　　”お天気会肚”民問の天気予報会杜文京区のTウエザー

　　・サービス・センターはながいツユのおかげでお客さん

　　一の問合せが殺到，中央気象台とともに全く忙しいツユだ
識
　　一った．定期的なお客は天気に関係の深い建築会肚船会杜

　　などだが，今年は「暑い夏はいつくる．」と原料仕入れに

算ヂ　頭を悩ますラムネ，シロップ屋，お菓子屋など夏商売が
しジロ

ヨでな

季，・．圧倒的だった・

粋　　　「アプレ八万余人，ニコヨン」”学生アル・ぐイトと職
き　

虻一安”長い雨は学生アルバイトにも冷たくたたった．バイ

ll．　トの一番の相手方．中小企業の求人がグツと減ったL

勢　に，せっかく仕事があっても屋外作業が多いためアブ

　　レ，4，5，6，7月とZF均して昨年の2割減，バイト
診・．　による年問のかせぎ高も26年度1億1千万円，27年度

・一一　3億2千万円，昨年5億1千万円と毎年グングンのびて

ぐ二　ぎたのがこのころピタリと止った．……一労働局の調ぺ
で1プ

　　にーよると6月1日から7月17日までめ47日間にアブレ

術　たニコヨンの数は実に8万6千人に上った．1日耶均

　　　1830・人がアブレている勘定で今までにはなかった，各1一・

鴇『

　　職安は朝8時前には就労のあっせんを終えるがアブレの
ピ

詞　日など，「今日金を持って帰らなけれぱ子供たちにやる

ぎ　　メシもねえんだ」と泣き声で訴えているものもあった．

1‘　　　「遅れ1ヵ月60本」　71航空会杜η雨期の痛手津受け

緊　　た一っだが日航では国内線に6月から目立って遅延欠航

　　・が増えた．遅延は6月だけでも60本に上り，湿気でエ

ゲ　ンジンが回らなかったというのがその大牛の原因で最高

・・　遅延時問15時問（札幌便）というすごいものもあった．

し∫　このため’夜のサービガ　と銘打った夜間便は7月に入
舞．レ

ヘ　　　　　　　　の調査である．これは北上山地周辺の各小，中学校約80

　　ヵ所に依頼して，5年間にわたって調べたも1のである．

　　　櫻の開花期と海抜高度との関係を示したのが第7図で

　　ある．図を見ると大勢として海抜が高くなるほど開花日

　　が遅れて行く，すなわち100米高くなると約10日位の
コ　　・

　　割合で遅れ（行く，しかるに海抜200’》40Q米の間では

　　ほとんど同時に花が開く，それから上・＼は再び遅れて行

事　　くのがわかる．

　　　この200’）400米の辺りで気温が高さと共に低下しな

　　い場所があると考えられる，この高度は前述の凶作の分

　　布から見られる「暖幣」の高度と一致している．

　　　今一つの例は北上山地の北部の閉伊郡下に見られる無
置

　　霜地幣と呼ばれるものである．岩手県下では，北部では

　　’寒気のため柿は殆んど結実し准いが，場所によって実を

　　結ぶ所がある．また桐は南部桐といわれるよ5な主要な

　　琵物であるが・この桐も北部では場所によって隼育のよ、

　　い所と悪い所があ・る．これらの生育のよい場所を下閉伊

　　郡軽米町の農事試験場で各部落の字毎に調査して，無霜

　　地帯と呼んでいる．その資料から筆者はその字の海抜高

詰度を調べて頻度分布を作ったのが第8図である・

　・　6

って飛んだのはわずか3日間であとは杢部欠航，お客も

月平均80％のものが6月は72％で特は大阪便が55％

に落ち国際線を除いて6月だけが1千万円の欠損一日

本ヘリコプター輸塗も欠航こそ少いが客足がぐんと落ち

青木航空の八丈島通いの定期便も6月中はわずか9往復「

という始末，このほか航空局調べによると一番打撃を受

けたのがビラまきなどの宣伝飛行で軒なみの大赤字，

　rスイカなど大打撃」　”近県農作物”稲の発育が悪い

のは杢般的だが畑作も日照り不足で早堀りサツマイモの

産地紳奈川県大野町地方は成育が2週間も遅れ味はまつ

たくなく，小指ほどの大きさでスジぱかり，†数貰を京

浜方面に初出荷したが杢然見向きもされなかつた．都会

の夏の野茱枯れにドッと繰り出す群馬県草津白根山ろく

の高原野菓キヤベッは早生種のものの葉が薄く巻きはじ

めた程度，また利根の高原トマト，種ジ予ガイモもひど

い打撃をうけている一このほか都内の消費量の3分の

1を占める千葉のスイカもツルが延びず結実しても育っ

ていない．九＋九里地帯の種なしスイカも牧穫は望み

薄，その上タンソ病がまん延して準年の550万貫に対

し，ことしはやっと2割の150万貫位と見込まれて）’る・

　§8．あとカミき
　気象災害の一般論でずでに予定の紙数を超過してしま

った．ここにふれなかっ牟重要な間題に防災と災害教育

がある．これらを含めて，もっと具体的な事狽について
　　　　　　　　　　　　　ノは改めて近く報告するつもりである．災害研究の前進の

ために我々のつたない試案に対し大方の御批判をうるこ

とができれば幸である．（29，10，15）

　　　　　　　　　　　　　（中央気象台図書課）

　図を見ると・海抜：200米～300米の所に頻度の最大があ

る．

　この高度も前述の凶作分布に見る「暖帯」の高さと一

致している．

　このような実例から北上山地を取巻いて海抜200～

300米の所に暖いbeltが存在することが確証される．

この暖稽は常時存在するもので，かならずしも凶作年だ

げに起るわげではない．しかし，凶作の場合にもこのよ

5な場所は被害が軽くなると思える．

　しからばこのよ5な暖幣はどうして出来るかという点

は，ドイツのGeigerらが100米位の高さの円丘で調べ

た場合に現われた暖帯が，大規模に起っているのではな

いかと思われる．すなわち山地の頂上近くで冷却した空

気が谷に沿って（村落は谷の中にあるのが普通である）

海抜の低い方に沈降して行って，．山麓に堆積するので中

間の高さの所では山麓よりはむしろ高温になっていると

い5ことではないかと思われる．北上山地の北東部で暖

幣が高いのは前述のように冷湿な山背風が侵入して来

（，この高さまで及んで来るためであろぢ．

　　　　　　　　　　　　　　　　（気象研修所）
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